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今日の私の講演では，自然治癒を科学的に理解するとはどういうことなのか，

ちょっと考えてみたことをお話します。

私たち，特に外科の関係では，治癒とか自然治癒というと，フランスのアンブ

ロワーズ・パレ（Ambroise Par ）という人物がよく出てきます。

日本語の訳が正しいかどうかわからないのですが，彼は「我，包帯す，神，癒

し賜う」という言葉を残していて，自然治癒は神のなす業であって，われわれは

ただそれにお手伝いをするだけであるといったことを言っています。自然治癒と

は，だいたいこのあたりから始まるようです。

しかし，自然治癒あるいは自然治癒力の機序というのは，私の考えでは現代

科学的には理解不可能で，どうして自然治癒が起こるのかわかりません。ある

とき，それに関連して気づいたことがあります。それは，英語の辞書のなかで

「heal」あるいは「healing」（自然治癒）と，「health」（健康）という言葉がかな

り近いところに載っているということです。私は「heal」「healing」「health」の

語源が一緒なのではないかと思い当たりました。英語では，形容詞を名詞にする

ときに「th」を付けたり，古い言葉で語尾が変化するときに「th」が付いたりし

ます。それで私は，「heal」（自然治癒）の繰りかえしが，「health」（健康）をも

たらすのではないかと考えました。

したがって，自然治癒の機序は，本当は科学的に理解できないというのであっ

て，そのときに起こる途中のいろいろな経過や，結果的に見られることから，科

学的に理解するきっかけが何かないか，といったことをこれからお話します。
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血液浄化と自然治癒

日本アフェレシス学会という団体があります。血液中から蛋白成分などを取り

除いて，プラスマアフェレシス（血漿分離）するという考えを扱う学会なのです

が，2012 年，その学会で血漿献血を繰り返して行うと老化遅延に役立つのでは

ないかという報告（村林俊：老化遅延のためのアフェレシス―血漿献血の可能性．

日本アフェレシス学会雑誌 31 suppl，58，2012）や，予防的にアフェレシスをす

ると健康に役立つのではないかという報告（渡邉美和子ほか：当院における予防

的アフェレシス受療者への意識調査．日本アフェレシス学会雑誌 31 suppl，58，

2012）が出てきました。

これをある研究室で話したら，ある女性の事務職の人が「女性が男性よりも元

気で長生きするのは，生理的な出血があるからだ」といったことを言いました。

これを聞いて最初はぎょっとしたけれど，これは意外に当たっているかもしれな

い。日本の民間的な考えでは，生理的な出血は不浄なものとする考えがありますね。

つまり，生理のときに不浄なものを取り除いて体の外に捨てるから，女性は長生

きして男性より健康なのでないか，そういうことも言っているのかもしれません。

私はこの 2 つの論文を見て，アフェレシス治療は単なる除去療法ではないとい

う仮説を立てました（阿岸鉄三：仮説：アフェレシス治療は，単なる除去療法で

はない．日本アフェレシス学会雑誌 32（2）：135-137，2013）。

私たちは，アフェレシスを含む血液浄化は，血液中からある種の毒性物質を取

り除くことと考えています。最も端的な例は血液透析です。腎臓の悪い患者さん

に透析をして尿毒性物質を取り除くことで，40 年以上も生命を維持できていま

す。私たちはアフェレシスも単なる除去と考えていたけれど，単に除去するだけ

ではないのでないかと考えるに至りました（図１）。

図１

例えば，LDL コレスレロールを取り除くアフェレシスは，認知症の軽快や狭

心症発作の寛解につながることがわかっています。手前味噌ですが，LDL コレ

スレロールを取り除くやり方を末梢血管の閉塞性動脈硬化症へ応用したのは，じ

つは私が開発したもので，世界的に認められていて，健康保険もきくことになっ
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ています。また私は近頃，スポーツをするということは，筋肉などいろいろなと

ころに軽微な障害をつくって，自然治癒能を賦活化しているのではないかと考え

ています。

そして，先ほど紹介した抗老化アフェレシス，予防的アフェレシスですが，そ

の考えにいたったのは，私が 40 年前に北海道大学の外科にいたときに，肝硬変

のイヌの肝切除後に正常な肝組織が再生してきたのを思い出したからです。これ

が現代的にどういわれているのかわかりませんが，例えば，がんの組織を切り取

るのは正常な組織が再生してくることが前提になっていますね。がんの組織を

取ってがんが出てきたのでは，外科的治療は成立しないわけです。また，今は

加圧療法というのがありますが，筋虚血をつくって高乳酸血症にすると，growth 

hormon が出てくるという話もあります。

つまり何か軽微な刺激を与えると，自然治癒能を賦活化する何かがあるのでは

ないかということから，アフェレシス治療は単なる除去療法ではなく，自然治癒

能を賦活化しているのではないか。そしてアフェレシス治療は蛋白質やホルモン，

酵素などと関係しているので，他の血液浄化療法よりも効果が顕著に出るのでは

ないかと考えています。

私は，日本統合医療学会いう団体とも関係しているのですが，そのなかにオゾ

ン療法というのがあります。このオゾン療法によって生体の抗酸化能力が強化さ

れるという考えがあります。普通，オゾンはいわゆる活性期の酸素だから毒だと

思っていますね。でも，微量のオゾンによって生体の防御系を賦活化して，自然

治癒能が高まるのではないかということを言っています（坂崎文俊：毒と薬．日

本医療・環境オゾン学会会報 19（4），2012）。これも同じ考えですね。

祈りと自然治癒

人間は，「healing」＝「health」を求めて祈るのですね。では，祈りの科学的理

解とは何なのか？　祈りは効果があるのか？　これは（図２），米国の AIHA（米

国産業衛生学会）に報告済みのデータなのですが，補完代替医療で人気のあるベ

スト 10 を示したものです。

図２
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これを見ると，第１位が自分で祈る，第２位が他の人のために祈る，第５位

がみんなで祈るで，トップ 10 のうち３つまでが祈ることなのですね。私たちは

東日本大震災のときに，黙祷という形で祈りを捧げました。「healing」とは直接

関係ないと言われればそうかもしれませんが，私たちは祈るということを頻繁に

やっています。これは何だろうかというお話です。

これは（図３），祈りが病気の治癒に効果があるのかをみた研究結果について

報じた新聞記事です。

図３

患者を知らない人に祈ってもらって心臓手術の結果へ影響があるのかを調べた研

究で，米国で手術を受けた約 1,800 人を対象に実施されました。結果は，心臓手術

で他人のために「祈り」をしたのだけれども効果がなかったということでした。

それでも人は祈るのですね。では，祈りとは何なのでしょうか。もし祈ること

によって，他人の身体的・物理的な効果を現すのなら，これは psychokinesis（念

力）の世界です。「曲がれ」と祈るとスプーンが曲がる。これは物理的な現象です。

「曲がれ」という祈りが物理的な効果を現すなら，念力と同じ世界なのではないか。

でも祈りが許されるのに，スプーン曲げは一般社会で受け入れられないのはなぜ

でしょう。ひどいダブルスタンダードですね。

これは（図４），超常体験について学問的にどう対応するのかという問題です。

これは難しいのだけれども，超常現象の解明は現在の自然科学の能力を超えて

いるから，私たちは科学的には理解できないと言っているのですね。１つの考え

方としては，私たちが科学的というのは，統計的な分析をして有意差があるか，

ないかといったところでやっているのですが，超常現象は統計的な分析ができる

ほど頻繁に起こることではないから，科学的な分析にのってこないと考えられな

いでしょうか。

祈りの科学的理解には限界があります（図５）。

科学的な祈りの調査結果が示すのは，ただ「効果があるという事実だけ」であっ

て，どのように祈りが働き，なぜ効くのかということはわかりません。つまり，

科学は測れないものを測ることができません。だから，科学的な分析にはのって

こないのですね。



日本中医学会雑誌　Vol.4 No.1　2014　15

自然治癒力を科学する

だけど，祈りには論理的な考えを超える何かがあります（図６）。

図６

このような感性に関することは論理的な考えを超えた何かであると言ってい

る人もいます。そんな馬鹿な，と言われても，私たちは論理性を超えたものを本

図４

図５
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当だと思うことを，いつもやっているのですね（図７）。

図７

祟りはある，風水は効果がある，血液型と性格は関係がある。こういうことを

いつもやっているわけです。一般社会では認めているのですね。

私たちは，本当のことは言語では捉えられないとも言います（図８）。

図８

普通，言語はコミュニケーションツールとしてほぼ唯一のものと思っていない

ですか。私は近頃，言語以外でコミュニケーションをするというのは，意外と広

くあると感じています。本当のことは言語で捉えられないのだという感情があり

ます。むしろ，口に出して言葉にして言えば，本当のことを伝えられない，言葉

にすると嘘になる。そう思うこともよくあるのではないでしょうか。言語以外の

コミュニケーションツール，それは感ずることです。感ずることだけでわかると

いうことです。目を見ればわかる，顔を見ればわかる，態度を見ればその人がど

ういう心の動きをしているのかがわかる。私たちはそういうことをしょっちゅう

経験しています。

そのときに祈りで得られる共感（sympathy），つまり「あの人に良くなってほ
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しい」という祈りは，利他的な行為ですね。科学的生物学では，利他的行為はあ

り得ないとしています。『利己的な遺伝子』（Richard Dawkins）という有名な本

がありました。現代の生物学では，自分の遺伝子を守り継続させるために排他的

なことをする，利他的なことはしないと言っています。

最近になるまで共感は科学で取り上げられませんでした（図９）。

図９

わからなかったのですね。それで，利他的な行為をするときは，他の個体によっ

て操られ，マインドコントロールされているか，狡猾な下心があるかのどちらか

だと言っている人もいるのです（図 10）。

図10

一緒に心を動かしておいたほうが後日いいことがあるのではないか，それで

やっているのだという言い方をするのですね。だから，協力というのはあり得な

い。ミトコンドリアというのは，もう１つの他の生体が中に入ってきて，それで

細胞ができたというのが一般的な認識になっています。協力などという美徳は極

めて特殊で，複雑な，特別な性質だと言っています（図 11）。

他人への感情の影響も，私たちは「感情の影響」を認めることはありますが，

どのようにして影響を与えるかはまったくわかっていません（図 12）。
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図11

図 12

感情の伝染は，他者と自分の感情を結ぶ直接な経路に頼っているのかもしれま

せん。言葉ではない特別な経路でやっているのかもしれません。私は気功師にも

なりましたから，「気」というのも，そういう１つのツールではないかと思って

います。

「利己的な遺伝子」と言ったのは Richard Dawkins という生物学者ですが，こ

の人だって，「医師は慰めと安心を患者に与えることができる」と言っています（図
13）。

それでは，そういった意識・感情・共感を科学的に評価できるのでしょうか。

じつは，気功師と気功を受けている人との間の脳波の同調が捉えられています

（図 14）。同じようなパターンの脳波が，同じ場所に出てくるのですね。
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図13

図 14

近頃は，脳のマッピングということが大流行りです。これはとても面白い本で，

脳活動ごとの脳の部分というのがわかってきています（図 15）。

図15

そして感情の脳内表現というのが次第にわかるようになってきました（図16）。
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図16

うつ症状と相関する脳部位というのもわかっています（図 17）。これは，ファ

ンクショナル MRI でわかっているのですね。

図17

近頃はミラーニューロンという考え方があって，私たちが，誰か他の人に話を

したり，感情を示したりすると，すぐに相手が反応します。それはミラーニュー

ロンが働いているからではないかという考えがあります（図 18）。

ミラーニューロンのシステムというのも，だいぶわかってきています。感情や

思考のミラーリングは，相手の心の動きを瞬時に，そして自動的に把握するのが

目的だと言われます（図 19）。

自閉症患者が共感できないというのは，少なくとも，部分的にはミラーニュー

ロンの働きに先天的あるいは後天的に欠陥があるせいではないかという考えが成

り立つと思います（図 20）。
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図18

図 19

図 20
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信じる脳と疑う脳では，働き方がまったく違うのですね（図 21）。

図21

それから真実と嘘です（図 22）。脳にとっては，ありのままを語るのが自然の

衝動なので，嘘をつくときはそれを抑制し，もっともらしい内容をこしらえてい

ると考えられます。もっと別の機械ができれば，それをみることができるのでは

ないかと言われています。

図22

主観的経験は，測定可能です（図 23）。

例えば，恐怖，報酬への期待，愛や美しさを感じるのは，すべて主観的経験で，

立証できないとされてきたのですが，例えば，美しさを感じるのは，眼窩前頭皮

質の神経活動が関わっているという論文が発表されています。報酬があるという

期待と，「美しい」と言った方がいいということは，かなり近いところで考えて

いるのですね。脳の特定領域が主観的経験に明らかに関係しているという研究は，

測定可能な科学の範疇なのだと言っていて，これはじつに面白いですね。美しさ

を感じるのと，報酬に関係する領域が重なっているので，主観的経験を客観視す
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ることができるようになっています。

図23

これで私の用意したスライドは終わりです。


